
　私たちは、阪神淡路大震災や東日本大震災を体験し、地域コミュニティの重要性を改めて痛感し

ました。昔は、「向こう 3軒両隣」で、お互いに支え合い、助け合う社会が形成されていました。高

度経済成長期に入り、地域課題は行政が行うものとし、また近隣同士の絆も希薄になってきました。

　しかし、地域課題が多様化、複雑化、専門化する昨今、私たちはま

ず自分でできることは自分で行い（自助）、自分だけではできないこと

はお互いで助け合い（共助）、それでも解決できないものは行政が関わ

り解決する（公助）の仕組みが重要となってきました。

　地域コミュニティの最も身近な組織が「区」です。皆さんが支え合

う地域社会の必要性を再認識し、「区」の重要性をご理解いただき、ぜ

ひ「区」への加入をお願いいたします。

■「自助、共助、公助のまちづくり」を目指して

安曇野市民の皆様へ 区マニュアル概要版

いざという時、「区」が頼りです

「区」の運営はどうしてるの？

■区を代表する「区長」

■区の運営に欠かせない「区費」

市民主体の自治を進める上で、区長は最もその重要な役割を担います。
活発な区の運営を進めるために、区民相互がいかに協力し合い、支え合

い、また様々な課題解決の場やまちづくりの場に参画してもらうかなど、区長
の大きな役割となっています。
区は、市と対等なパートナーであるとともに、その区を代表する区長は、市民一人ひとりが心豊かに
幸せに暮らせる地域社会を形成するうえで、特に重要なパートナーであると位置づけています。

区費は何のためでしょうか。当然、区民の福祉向上（健康づくりや福祉活動…）、生活環境整備（ご
み収積所や資源ステーションの管理、草刈り、水保全、景観保全、道路や水路の管理…）、防災（自

主防災組織による防災訓練など防災・減災活動…）、地域コミュニティ（交流事業、地区公民館活動、「支
え合いマップ」の作成…）など、区民のより良い生活のために使われます。
加入・未加入世帯に関わらず、区はそこに住むすべての皆さんのため、安全な道路整備や交通安全対策、
防災や防火活動など行っています。したがって、区費などは、一人ひとりの生きがいや安全・安心で心
豊かに暮らすための重要な財源です。

平成17年 10月 1日の合併により、これまで進められてきた旧 5町村の自治会（最も大きなコミュ
ニティ組織）は、安曇野市 83区とし、その区と市は「対等なパートナー」としての位置づけを

確認しました。このことから、区と市は、お互いが対等で自立し、市民のあらゆる生活の向上と地域の
課題を解決し、より良い地域環境づくりのために、協力・協働する関係になります。

「自助、共助、公助」のまちづくりの実現を目指します。

※各区長に関するお問い合わせは市民生活部地域
づくり課または各支所へお願いします。
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区民の幸せのため、区長は

一生懸命活動しています。
安曇野市区長会では、安曇野市にお住いの皆様、また安曇野市に来られた皆様が、

心豊かに幸せに暮らせるため、福祉の向上、安全・安心の地域づくりを進めています。

このため、市内 83区それぞれが、すべての区民のための活動を行っています。また、

区民の皆さんのより身近な防災にも力を入れるとともに、日ごろからの区民相互の支

え合いを大切にした地域コミュニティが形成されています。

皆様に区の大切さをご理解いただくため、安曇野市の「区」についてご案内いたし

ます。



■安曇野市83区
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自分でできることは自分で行い、できないことはみんなで支え合います。

地域コミュニティを大切にし、交流や親睦による顔の見える関係づくりを目指します。

環境美化など住みやすく、防災、防犯など安全で安心な地域づくりを目指します。

いろんな団体との連携により、様々な課題を解決します。

安曇野市の「区」ってなあに？ 「区」って何をしてるの？

「区」とは、一定の区域内に居住する世帯及び事業所相互が年齢や性別を問わず、支え合い、助け合
う連帯感により、安全・安心な地域を目指し、様々な地域課題を協働により解決するコミュニティの基
盤となる自治組織であり、市とは特に重要な対等のパートナーです。
安曇野市には、83の「区」があり、市民に最も身近なコミュニティ組織として、それぞれの区の特
性を活かした、防災・防犯、福祉、環境などの生活に密着した多様な活動や生涯学習を基盤とした活動
など、自治活動を行います。

あ
づ
（ず）

み
の

安全・安心で快適なまちづくりを目指します。

ずくを出し、一人ひとりができることから実践します。

みんなで支え合い、助け合う地域社会を目指します。

のどかで心豊かな暮らしを目指します。

市民の皆さんが心豊かに幸せに暮らすことができる地域づくりのため、区は次の機能を持ちます。

住みよい地域を目指すため、交通安全・防犯パト
ロール・防災など活動しています。

区民の交流と親睦を図るため、区民が集える活動
をしています。

安心して暮らせる地域づくりを目指し、お互いに
支え合い、助け合う活動をしています。

ごみ集積所や資源ステーションの管理、一斉清掃、
アレチウリの駆除など活動をしています。

地域の課題解決のため、区民が学び合うことから、
地域力を高める活動をしています。

課題解決のため、区と行政の役割分担を明確にする
とともに、お互いが協働し合って解決を模索します。

安全・安心

交流・親睦ささえあい

環境美化 学びあい

行政との協働
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